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木の道具のはなし
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◎ (社)国土緑化推進機構「緑と水の森林基金」2007年度助成事業

学校給食で木の食器を使う

　岩手県九戸郡の大野小学校では、地元大野を中心に木工品の製造販売をす
る「大野木工」の木製給食器を使っている。今回は大野木工グループのメンバー
と、学芸大学の取材陣とで、児童と給食の時間を共にする機会に恵まれた。
　大野小学校では、クラスごとのローテーションで数週間に一度「木の給食器
の日」がやってくる。いつもは教室でプラスチック製の食器を使い食事をとるが、
木の給食器の日には広い給食室に移動し、大野木工の木製食器を使うのだ。私
たちが大野小を訪問した日は、5年生が木製食器を使うことになっていた。子ど
も達に聞くと「木の食器の日は特別。」「みんな楽しみにしているよ。」と、笑顔から
も食器が彼らにとって大きな存在であることがわかる。
　実際に木製給食器を使ってみると、自分が子供のころに経験した給食とは明
らかに異なる感覚を覚えた。ステンレスのひやりとした感覚や、食器と金属スプ
ーンが触れたときの不愉快な感触がなく、木製食器は手にするりとおさまり手
触りもやさしい。木の給食器を特別だと話す子ども達に、この食器のどこが好き
かを尋ねると「模様(木目)や色が違う」「いつもより高級な感じがする」「柔らかく
て、優しい気持ちになる」という返事が返ってきた。
　子ども達は言葉で教えられなくても、おのずと木の良さに気付き慣れ親しんで
いることを彼らの言葉から感じた。日常の中で手間暇をかけて作られた「ホンモ
ノ」に触れる機会があることは、子どもの感性を磨くのに役立つに違いない。

今月は 木の食器 
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前回に引き続き、HDK(ヨテボリ大学のデザイン校)についてご紹介

します。デザイン学校ならではの機材を見つけました。

◎木下さんはスウェーデンのイェー 
テボリ大学に交換留学中です。美術
教育専攻の彼が、くらしの中で見つ
けた「デザイン」をリポートします！ 

『HDK・The School of Design and Craft』
　　　　　　   木下敬史　東京学芸大学大学院　美術教育専攻2年

　深緑色の機械は木材を加工するための機械です。他にもこのような機
械が部屋の中にあり、操作するためには資格が必要になります。HDKに
入学した生徒はまず1年次にこの機械を操作するための資格を取らなけ
ればならないそうです。
　テキスタイルコースの部屋には巨大な木製の織り機が所狭しと設置さ
れています。スウェーデンの伝統的な織り機だそうです。スウェーデンの
木製家具と同様にとても頑丈そうに作られているのが印象的でした。
　電動と手動の道具が共存している場面を見ていると、職人とデザイナ
ーの訓練が同時に行われる場として、ものづくりの原点と先端を同時に
見た気がしました。

「食器」といっても、皿、器、箸、匙（さじ）…と幅
広いので、今回は皿や器といった料理を盛る
食器「皿」について取り上げます。
　木製の皿は、円形や正方形といった180°シ
ンメトリーな形でも、きちんと向きがあるのを
ご存じですか。使う人に対して木目が水平にな
るように置くのが正しい向きだそうです。これ
は、木目が垂直だと、木目が使う人に刺さると

考えられ不吉な意味にとられるからです。
　私は以前茶道の体験をした時に、先生から
この話を聞きました。特にお茶の席では大切な
マナーだということですが、マナーは使う人の
気持ちを深く考慮して作られたルールだという
ことがよくわかります。そして木の特徴を読み、
文化にまで反映されるというのは、日本人の繊
細さが表れているようで興味深く感じました。

写真：大野木工  木製食器

大野木工  http://www.ohnocampus.jp/kau/mokkou.html

いつもの料理も見栄えがいい。
「いいもの」を知り、日歩の家庭
生活にも繁栄されるようになる
ことを期待したい。


